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１. 題材名 一次関数の利用 （※単元「一次関数」は２年生で学習しているためここでは題材としている。） 

 

２. 題材について 

(1)「教材観」 

小学校算数科では、第４学年から第６学年にかけて、変化の様子を表や式、折れ線グラフを用いて表した

り、変化の特徴を読み取ったり、伴って変わる二つの数量を見いだして、それらの関係に着目し、変化や対応

の特徴を考察したりしてきている。また、比例の関係を理解しこれを用いて問題を解決してきている。なお、

比例の理解を促すため。反比例についても学習してきている。中学校第１学年では、具体的な事象における二

つの数量の変化や対応を調べ、関数関係について理解し、比例、反比例を関数として捉え直した。そこでは、

変数と変域や座標について理解するとともに、比例、反比例の関係を表、式、グラフなどで表し、それらを関

連付けながら変化や対応の特徴を考察することや、比例、反比例を用いて具体的な事象を捉え考察し表現する

ことを学習している。第２学年では、第１学年と同様に具体的な事象における二つの数量の変化や対応を調べ

ることを通して、一次関数について考察する。これらの学習を通して、第３学年で公民的分野を学習した際

に、現代社会における課題について関数関係を見いだし考察し表現することができるようにする。 

 

「生徒観」 

 本学級の生徒の多くは「数と式」「図形」「関数」「データの活用」すべての領域において、主体的に学習

に臨んでおり、時に探究心を持って課題に向き合い各自が課題の解決に励んでいる。授業において各自の考え

を共有する場面では、他者の意見を尊重するだけでなく、自分の考えをぶつけ議論する場面も見られる。しか

しながら、数学を苦手とする生徒もおり（知識・技能の定着だけでなく、概念的理解も含めて）教材の提示の

仕方や、授業構成などを工夫しながら支援をしている。授業の中だけの数学の学習に閉じることなく、日常場

面で、社会での生活で生徒が「数学の学習が生きている」ことを実感させることを目標に授業を実践してい

く。 

 

「指導観」 

 本授業の目標は生徒が日常の事象を一次関数として捉えることで課題を解決することができる力を育成する

ことにある。今までに生徒は列の並び時間を予想したり（事象を比例と見る）、桜の開花を予想（事象を一次

関数と見る）したりしている。本時の授業で扱うテータ、数字は整っているわけではないが数学の授業や理科

の授業で今までに学習した「関数と見る」考え方を使って、課題を解決することが十分に考えられる。生徒の

素朴な考えや、課題を解決したいという思いから「一次関数と見る」という考えを生徒の声を中心にまとめて

いきたい。 

 

〜事象を一次関数として捉えることで課題を解決することができる生徒の育成を目指して〜 

教科等横断を目指した授業の実践と評価 



３．題材の目標及び観点別評価規準 

【目標】：一次関数について、数学的活動を通して次の事項を身につけさせる。  

■知識及び技能  

・一次関数について理解することができる。  

・事象の中には一次関数として捉えられるものがあることを理解することができる。  

・二元一次方程式を、関数を表す式とみることができる。  

■思考力、判断力、表現力等  

・一次関数として捉えられる２つの数量について、変化や対応の特徴を見いだし、表、式、グラフを相互に 

関連づけて考察し表現することができる。  

・一次関数を用いて具体的な事象を捉え考察し表現することができる。  

■学びに向かう力、人間性等 

・一次関数のよさを実感して粘り強く考え、一次関数について学んだことを生活や学習にいかそうとした 

り、一次関数を活用した問題解決の過程をふり返って評価・改善しようとしたりすることができる。 

【観点別評価規準】 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・一次関数を活用して問題を解決す

る方法について理解している。 

・一次関数の関係を表、式、グラフ

を用いて表し、問題を処理するこ

とができる。 

・具体的な事象の中から取り出した

２つの数量の関係を、理想化した

り単純化したりして一次関数とみ

なし、変化や対応の様子を調べた

り、予測したりすることができ

る。 

・一次関数について学んだことを生

活や学習にいかそうとしている。 

・一次関数を活用した問題解決の過

程をふり返って評価・改善しよう

としている。 

 

４．教科横断的な視点での授業設計 

時数 教科 学習内容 評価規準（思・判・表） 

１ 社会 

４章 私たちの暮らしと経済 

～３節 市場経済の仕組みと金融～ 

（１）市場経済と価格の決まり方 

・希少性と価格との関係について、需要量と供給量 

を関連付けながら考察、表現している。 

２ 社会 （２）価格の働き 
・市場経済において価格が果たしている役割を、効 

率に注目して考察し、表現している。 

３ 

（本時） 
数学 

一次関数の利用 

「自動販売機で売られている飲み物の

未来の値段を予想しよう。」 

・社会問題について数学的な見方や考え方を働かせ 

て解決しようとする態度を養うことができる。 

・自動販売機における販売年数と販売価格を一次関数 

の関係として捉え、自動販売機で売られる飲み物の 

将来の値段について予想をすることができる。 

 

 

 

 

 

 



【社会の学習について】 

４章 私たちの暮らしと経済  ～３節 市場経済の仕組みと金融～ 

（１）市場経済と価格の決まり方 

 

（２）価格の働き 

 



５．本時の指導案 

（１） 目標：①一次関数として捉えられる２つの数量について、変化や対応の特徴を見いだし、表、式、グラフ 

   を相互に関連づけて考察し表現することができる。(思考力、判断力、表現力等)  

②一次関数を用いて具体的な事象（自動販売機における販売年数と販売価格）を捉え、将来の値段 

について考察し表現することができる。 (思考力、判断力、表現力等) 

（２）展開案 

時間 学習活動と予想される生徒の反応 ◯留意点 ☆評価 

導 

入 

(５分) 

１ 現在の世の中にある社会の問題、社会の課題を全体で共 

有し、解決に向けて考え始める。 

Ｔ１「今日は、社会にある問題について考えていきます。社

会の問題について事前にアンケートを実施しました。

まずはその回答をみなさんと一緒に共有しましょ

う。」 

Ｔ２「色々ある社会の問題、社会の課題について複数の教科

で取り上げられ授業をされているようですね。」 

Ｔ３「何か印象に残っている授業、教科はありますか？」 

Ｓ１「理科の授業で地球温暖化、環境問題について学習しま

した。」 

Ｓ２「社会の授業で過疎化、少子高齢化、空き家問題につい

て学習しました。」 

Ｔ３「みなさんが回答してくれた、社会の問題、社会の課題

の中で今日はこれについて取り上げてみたいと思いま

す。」 

Ｔ４「自販機の飲み物の値段について高くなっていると実感

している人は挙手をお願いします」 

Ｔ５「自販機の飲料の値段が上がっているようなんだけれど

も、この後も上がり続けるのかな？いくらくらいまで

上がるのかな？」 

Ｓ３「わかりません。」 

Ｓ４「この後も値上がりするのかな、値上がりがないので

は」 

Ｓ５「なんとなく２５０円くらいまで上がりそう。」 

 

 

〇事前アンケートの回答についてプリ

ントを配布し出ている意見を全体で

共有する。 

 

 

 

○「物価高」が中学生の社会問題として

あげられるか。 

 

○自販機のペットボトル飲料の値上が

りについての動画を視聴する。 

 ※ニュース動画などを活用する。 

 

 

〇物価高について生徒と認識を合わせ

る必要があるため、自販機の飲料以

外にも値上がりしている商品がない

か確認するのもよい。 

〇生徒自身に自販機の飲料の値上がり

について意識できていない場合は、

家族、保護者とそのような会話等を

したことがないかを確認する。 

展 

開 

(35分) 

２ 本時の課題を見いだす。 

課題「自動販売機で売られている飲み物の未来の値段を予想 

しよう。」 

 

Ｔ６「自動販売機で売られている飲み物の未来の値段を予想

する為にどんなことを知りたいですか。」 

Ｓ６「今後の気温の変化」 

Ｓ７「過去の販売価格」 

Ｓ８「原材料の価格推移」 

Ｓ９「資源、原材料の需要と供給の関係」 

Ｓ１０「ペットボトル飲料の需要と供給の関係」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ｓ１１「円安、諸外国との関係性」 

Ｔ７「自動販売機で売られている飲み物の未来の値段を予想

する為には、自動販売機で売られている飲み物がどん

なことによって値段が決められているのか、依存関係

にあるものを探すことはとても大切なことですね。」 

Ｔ８「様々な意見を出してくれましたが、この資料を使って

自動販売機で売られている飲み物の未来の値段を予想

してもらいます。」 

 

３ 自動販売機で販売されている飲み物の過去の値段を生徒  

に配布・提示する。 

【自動販売で販売されている飲み物の過去の値段】 

 

 

 

Ｓ１２「何の種類の飲み物ですか？」 

Ｔ９「コカ・コーラ５００mlのペットボトルの値段です。」 

 

４ 本時の課題を確認する。 

Ｑ自動販売機で売られている飲み物の１０年後、２０年後の 

値段を予想しよう。 

 

５ 自力解決をする。 

Ｓ１３：経過した年数に対する、値段の上がり幅について考

えている生徒。（平均の値上がりの金額を求めてい

る生徒） 

 

 

 

 

４２年で９０円上がっている。１年で２.１４円上

がっている。２０３５年：１９０＋２.１×１０＝  

２１１（円）。２０４５年：１９０＋２.１×２０

＝２３２（円）。 

Ｓ１４：経過した年数に対する、値段の上がり幅について考

えている生徒。（過去直近２０年について平均の値

上がりの金額を求めている生徒） 

 

 

 

 

    １７年で５０円上がっている。１年で２.９４円上

がっている。２０３５年：１９０＋２.９×１０＝ 

〇関数の考え方、関数の概念について発

表された生徒の意見を基に全体で共

有、確認する場を作る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇自動販売機で売られている飲料につ

いてどの商品の値段であるか生徒か

ら質問があった場合は回答する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆一次関数として捉えられる２つの数

量について、変化や対応の特徴を見い

だし、表、式、グラフを相互に関連づ

けて考察し表現することができる。

（思・判・表） 

＜A評価となる生徒の姿：左記の生徒の反応と対応＞ 

・変化の割合の考え方を利用して、１

年毎の値段の上昇値について考えら

れている。 

・経過した年数に対する値段の上昇

値が変化の割合を指し示しているこ

とに気づいている。 

・平均の考え方を使って、１年間にお

ける金額の上昇値を求められている。 

・平均の金額の上昇値を求める際に、

任意に区間を決めて平均の金額の上

昇値を求められている。 

・年と金額の関係を一次関数として

捉え、任意に区間を決め平均の金額の

上昇値を求められている。 

 



２１９（円）。２０４５年：１９０＋２.９×２０

＝２４８（円）。 

 

Ｓ１５：経過した年数に対する、値段の上がり幅について考

えている生徒。（値上がり金額が同じ部分の平均の

値上がりの金額を求めている生徒） 

 

 

 

 

１５年で２０円上がっている。１年で１.３３円上が

っている。２０３５年：１９０＋１.３×１０＝  

２０３（円）。２０４５年：１９０＋１.３×２０＝

２１６（円）。 

 

Ｓ１６：経過した年数に対する、値段の上がり幅について考

えている生徒。（値上がり金額が同じ部分の平均の

値上がりの金額を求めている生徒） 

 

 

 

 

１２年で２０円上がっている。１年で１.６６円上が

っている。２０３５年：１９０＋１.７×１０＝  

２０７（円）。２０４５年：１９０＋１.７×２０＝

２２４（円）。 

 

Ｓ１７：経過した年数に対する、値段の上がり幅について考

えている生徒。（変化がない箇所を取り除いて平均

の値上がりの金額を求めている生徒） 

 

 

 

 

２４年で７０円上がっている。１年で２.９１円上が

っている。２０３５年：１９０＋２.９×１０＝  

２１９（円）。２０４５年：１９０＋２.９×２０＝

２４８（円）。 

 

Ｓ１８：年数と金額の関係が一次関数の関係であると考え、

立式し解決する生徒。（１９９８年と２００８年） 

    𝑦 = 𝑎𝑥 + 𝑏 

       (𝑥 = 1998 , 𝑦 = 120)、(𝑥 = 2008 , 𝑦 = 140)を代入 

＜C評価となりそうな生徒への手立て＞ 

・変化の割合の考え方を確認する。 

・経過した年数に対する値段の上昇

値に注目させる。 

・平均の考え方を使うよう促す。 

・一次関数の理解が不十分な場合は、

基本的な事項の確認を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜A評価となる生徒の姿：左記の生徒の反応と対応＞ 

・年と金額の関係を一次関数として

捉え、傾きと切片を求められている。 

 

〇連立方程式の計算が大変なため、立式 



    {
120 = 1998𝑎 + 𝑏
140 = 2008𝑎 + 𝑏

 𝑎 = 2 , 𝑏 = −3876 

        𝑦 = 2𝑥 − 3876 

        (𝑥 = 2035 , 𝑦 = 194) ２０３５年：１９４（円） 

    (𝑥 = 2045 , 𝑦 = 214) ２０４５年：２１４（円） 

 

Ｓ１９：年数と金額の関係が一次関数の関係であると考え、

立式し解決する生徒。（１９９２年と１９９８年） 

    𝑦 = 𝑎𝑥 + 𝑏 

       (𝑥 = 1992 , 𝑦 = 110)、(𝑥 = 1998 , 𝑦 = 120)を代入 

    {
110 = 1992𝑎 + 𝑏
120 = 1998𝑎 + 𝑏

 𝑎 =
5

3
 , 𝑏 = −3210 

        𝑦 =
5

3
𝑥 − 3210 

        (𝑥 = 2035 , 𝑦 = 181.7) ２０３５年：１８２（円） 

    (𝑥 = 2045 , 𝑦 = 198.3) ２０４５年：１９８（円） 

 

Ｓ２０：年数と金額の関係が一次関数の関係であると考え、

立式し解決する生徒。（２００８年と２０２０年） 

    𝑦 = 𝑎𝑥 + 𝑏 

       (𝑥 = 2008 , 𝑦 = 140)、(𝑥 = 2020 , 𝑦 = 160)を代入 

    {
140 = 2008𝑎 + 𝑏
160 = 2020𝑎 + 𝑏

 𝑎 =
5

3
 , 𝑏 = −

9620

3
 

        𝑦 =
5

3
𝑥 −

9620

3
 

        (𝑥 = 2035 , 𝑦 = 185) ２０３５年：１８５（円） 

    (𝑥 = 2045 , 𝑦 = 201.6) ２０４５年：２０２（円） 

 

Ｓ２１：散布図を作成し解決する生徒。【縦軸円（１マス 

１０円）、横軸年（１マス１年）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｓ２２：散布図を作成し解決する生徒。【縦軸円（１マス 

５円）、横軸年（１マス１年）】 

 

をして求めようとしている生徒には、 

フォトマスを利用して計算させる。 

【Photomath ダウンロードQRコード】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇机間指導をする際に、散布図を書いて

いる生徒には、グラフ用紙を渡す。一

定時間をおいて全体にも配布する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｓ２３：年数と金額の関係が一次関数の関係であると考え、

グラフを作成し解決する生徒。【縦軸円（１マス 

１０円）、横軸年（１マス１年）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２０３５年：約１９８円  ２０４５年：約２１９円 

 

Ｓ２４：年数と金額の関係が一次関数の関係であると考え、

グラフを作成し解決する生徒。【縦軸円（１マス 

５円、横軸年（１マス１年）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０３５年：約１９７円  ２０４５年：約２１７円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇机間指導をする際に、グラフを書いて

いる生徒には、グラフ用紙を渡す。一

定時間をおいて全体にも配布する。 

＜A評価となる生徒の姿：左記の生徒の反応と対応＞ 

・年数と金額を一次関数の関係とし

て捉え、一次関数と見てグラフがかけ

ている。 

・将来の値段を予想する為には、年数

と金額を一次関数の関係として見る

ことが必要であることを整理できて

いる。 

・年数と金額を一次関数の関係とし

て捉えるために、点の真ん中あたりに

直線を引くことができている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ｓ２５：年数と金額の関係が一次関数の関係であると考え、

グラフを作成し解決する生徒。金額を上限と下限の

幅として考える生徒【縦軸円（１マス１０円）、横

軸年（１マス１年）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０３５年：約１５５～２１５円   

２０４５年：約１７０円～２３５円 

 

Ｓ２６：年数と金額の関係が一次関数の関係であると考え、

グラフを作成し解決する生徒。金額を上限と下限の

幅として考える生徒【縦軸円（１マス５円）、横軸

年（１マス１年）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０３５年：約１６０～２１５円 

２０４５年：約１７０～２３５円 

 

５ 課題の解答を共有する。 

【①Ｓ１３～Ｓ１７、②Ｓ１８～Ｓ２０、③Ｓ２１～Ｓ２６：

①～③の解答で複数個ずつ取り上げる】 

 

６ 練り上げ。 

Ｔ１０「Ｓ１３～Ｓ１７の生徒の意見はどのように考えられ 

ていますか。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇生徒から意見が出にくい場合は「周り 

の人と確認をして意見をお互いに 



Ｓ２７「値上がりの金額について値上がりの金額の合計を、

全ての年数で割り１年あたりの値段の上昇金額を求

めている。上昇金額については平均の金額を求めて

いる。」 

Ｓ２８「年数の増え方に対する、金額の増え方を見ている。

変化の割合を考えている。」 

Ｓ２９「年数と金額の関係を一次関数の関係と捉えて、経過

した年数に対して増える金額が揃っているところを

表から抜き出し、１年に対する増える金額について

求めている。」 

Ｓ３０「金額が変わっていないところはあえて扱わず、増え

ているところ、変わっているところを見て１０年

後、２０年後の金額を予想している。」 

Ｔ１１「Ｓ１８～Ｓ２０の生徒の意見はどのように考えられ

ていますか。」 

Ｓ３１「年数と金額の関係を一次関数の関係と捉えて、連立

方程式を解き、傾き𝑎、切片𝑏の値を求めている。」 

Ｓ３２「年数と金額を代入して、傾き𝑎、切片𝑏を求めている

が、計算しやすい年数、金額を代入している。」 

Ｔ１２「傾き𝑎が表しているものは何ですか？」 

Ｓ３３「１年でいくらずつ値段が上がっているか。」 

Ｔ１３「切片𝑏が表しているものは何ですか？」 

Ｓ３４「西暦０年の自動販売機のジュースの値段です。」 

Ｔ１４「Ｓ２１～Ｓ２６の生徒の意見はどのように考えられ

ていますか。」 

Ｓ３５「年数と金額の関係を関係と捉えて、散布図を作成し

ています。」 

Ｓ３６「年数と金額の関係を一次関数の関係と捉えて、グラ

フを作成しています。」 

Ｔ１５「一次関数のグラフは直線ですが、直線を引く時に気

を付けることはありますか？」 

Ｓ３７「点の真ん中あたりを通るように直線を引きます。」 

Ｔ１６「直線を引くことでどんなことがわかりますか？」 

Ｓ３８「１０年後、２０年後の金額を予想することができ

る。」 

Ｔ１６「よく見ると点は一直線に並んでいませんが、直線を

引くことは良いことなのでしょうか？」 

Ｓ３９「１０年後、２０年後の値段を予想する為には、直線

を引くことが必要で、直線を引くことによって予想

できるから良いことだと思う。」 

聞きましょう。」「今まで数学で学習

した考え方※で同じように考えたこ

とはありませんか」「どんな考え方※

に着目してこのように考えたと予想

できますか」と発問をして個の意見を

クラス全体で共有する。 

 

共有したい考え方※１ 

表を適切に活用する考え方について

確認する（Ｓ１３～１７）。 

経過年数に対する金額の上昇値を求

めることは変化の割合を示しているこ

とが整理できているか。 

年数と金額の関係を一次関数の関係

として捉えられ１年毎の上昇値を考え

られているか。 

将来の値段を予想するためには、１年

毎の値段の上がり方をみることが大切

なことを整理できているか。 

平均の上昇値を求めることは変化の

割合を求める考え方が基になっている

ことを整理できているか。 

 

共有したい考え方※２ 

立式して計算する考え方について確

認する（Ｓ１８～２０）。 

年数と金額を一次関数の関係として

捉え、立式して計算することで、将来の

値段を予想できているか。 

扱いやすい数を自ら選び、計算ができ

ているか。一次関数と捉え、変化の割合

が一定である期間を自ら選ぶことがで

きているか。 

 

共有したい考え方※３ 

グラフを書いた考え方について確認

する（Ｓ２１～２６）。 

年数と金額を一次関数の関係と捉え

グラフがかけているか。 

一次関数と見る為に、点の中間を通る

直線が引けているか。 

直線を引くことで将来の値段が予想

できているか。 



終 

末 

(10分) 

６ 生徒にまとめを考えさせる。 

Ｔ１７「本時のまとめを書きましょう。」 

Ｓ４０「一次関数の考えを使うことで、将来の自動販売機の

ジュースの値段を予想することができた。」 

Ｓ４１「表を見るときは、年数の増え方に対する、金額の増

え方を見ることで、将来の自動販売機のジュースの

値段を予想することができた。」 

Ｓ４２「平均の考え方が大切だと考えた。」 

Ｓ４３「一次関数の考え方を使うことで、立式して将来の自

動販売機のジュースの値段を予想することができ

た。」 

Ｓ４４「一次関数の考え方を使うことで、グラフを書き将来

の自動販売機のジュースの値段を予想することがで

きた。」 

Ｓ４５「点が一直線に並んでいなくても、将来の値段を予想

するために、真ん中を通るような直線を引くことが

大切。直線を引くことで将来の値段を予想すること

ができた。」 

Ｓ４６「世の中にある他の事象も関数の関係として捉えるこ

とで問題を解決することができるかもしれないと考

えることができた。」 

Ｓ４７「これからは世の中にある事象について関数の関係と

して見ることで、課題を解決していきたい。」 

☆自動販売機における販売年数と販売

価格を、一次関数を用いて捉え、将来

の値段について考察し表現すること

ができる。（思・判・表） 

＜A評価となる生徒の姿＞ 

・年数と金額を一次関数の関係とし

て捉え、将来の値段を予想できてい

る。 

・表、式、グラフの見方が整理できて

いる。 

・事象から関数の関係を見いだし課

題を解決できている。 

＜C評価となりそうな生徒への手立て＞ 

・関数関係に注目させる。 

・表か式かグラフのいずれか１つ選

択させ、整理させる。 

・根拠が不明確でも予想させ、そのこ

とを表現するよう促す。 

（３）板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【事前アンケート項目】 

設問１ あなたが知っている社会の問題、社会の課題はどんなものがありますか？ 

 

 

設問２ 社会の問題、社会の課題について、中学校の授業で取り扱い授業を受けたことはありますか？（設問１で 

回答されている内容、されていない内容どちらでも大丈夫です） 

  （例）理科の授業で地球温暖化について学習した。 

     社会の授業で人口減少、人口増加について学習した。 

   道徳、総合、学活の授業でＳＤＧ’Ｓについて学習した 

 

 

設問３ 社会の問題、社会の課題がある中で、あなたが、友人が、家族が（あなたの周りにいる人で）何か困って 

いる、何か困っていると聞いたことはありますか？ 

  （例）スーパー、お店で買い物をしているときに値上がりしている商品があって、購入したいが購入できずに 

困っている。 

  （例）夏の気温が今までに比べて高くなることが多くあり、夏休みに今までできていた遊びが暑さの影響でで 

きなくなってしまっている。 

 

 

設問４ 現在世の中にある社会の問題、社会の課題を解決するにあたって、あなたが何か取り組めることはありま 

すか？ 

  （例）資源を無駄にしないようにして使えるものは使うようにする。 

     環境を考えて電気、スイッチの消し忘れがないようにする。 

     無駄使いをしないようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【ワークシート】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３－３ 「社会の課題、日々の生活で困っていることについてのアンケート」 

 

みなさんに事前にとったアンケートの結果をお知らせします。 

 

①あなたが知っている社会の問題、社会の課題はどんなものがありますか？（人数） 

地球温暖化（１７） 災害が多い（２）  気候変動   海の水質汚染 

環境汚染（９）   公害（２）     ごみ問題   紛争（２）    戦争（３） 

ウクライナ侵攻   飢餓（５）     格差（２）  円安（３）    物価高（４） 

外交関係・中国（２）  熊問題（２）  転売ヤー   食料不足  

日本の人口減少（日本・世界）   少子高齢化（６）  自殺者増加 経済格差  

個人情報の流出やプライバシー問題    SNSによる誹謗中傷やネットいじめ  

ジェンダー平等の遅れ（３）    人種差別や外国人労働者への偏見    少子高齢化（５） 

LGBTQ+への理解不足（４）    差別（２）      米が高い SDG’S 

 

②社会の問題、社会の課題について、中学校の授業で取り扱い授業を受けたことはありますか？（人数） 

教科 内容 

社会科 

地球温暖化（３）、人口減少・人口増加（５）、戦争（２）、少子高齢化（１

０）、 

環境問題（４）、円安、SDG‛S（３）、経済格差 

国語 地球温暖化 

理科 地球温暖化（２）、SDG‛S 

学活・総合 ジェンダー差別（２） 

道徳 戦争、SDG‛S 

小学校 地球温暖化 

 

③社会の問題、社会の課題がある中で、あなたが、友人が、家族が（あなたの周りにいる人で）何か困ってい

る、何か困っていると聞いたことはありますか？（人数） 

価格が上がり家計を圧迫している：（スーパーの商品・お米・農作物・エアコン代、アイス、お菓 

子の量が減っている。）（１４） 

夏が暑すぎてナマズが減少している。とても悲しいです（２） 

社会福祉問題：電車やバスの本数が少なく、通学が不便。 

少子高齢化問題：祖父母の介護で家族が負担を感じている。高等学校や、幼稚園などが廃校になっ 

てしまったり、埼玉県だと男子校、女子高が合併してしまっているので、選択肢 

が減ってしまっている。 

政治で古い意見だけ反映されず新しい意見が反映されない。 

夏休みに外で遊んで暑いから飲み物を買いたいが、値段が高くて買いにくい。 

夏の気温が高くなり過ぎる（４）。冷房をつける時間が多くなりお金が減る（２）。 

プールに入れない。体育館での運動がきつい。植物が育たない。外出できない。 

電車で車いすが乗るところが少ない。 

家族は税金が増えて困っている。 

若者の負担が高い。若い働き手が減っている。 



買いたいものが品薄で買えない。 

政治のことや政治の裏金問題。 

ガソリン税の減税。 

 

④現在世の中にある社会の問題、社会の課題を解決するにあたって、あなたが何か取り組めることはあります

か？（人数） 

プラスチック製品を使わないようにする、ごみ等の分別、リサイクル。ペットボトルの分別（６） 

冷房を消す、電気、水の節約、節電、省エネ（１４）ポイ捨てをしない（３） 

エコバックを使う（５）。経済格差を埋めるため、募金活動をする（２）。 

思いつかない。 

無駄遣いをしない。（５） 

ごみ拾いをする。 

再生可能エネルギーを使う。 

選挙権が与えられたらきちんと選挙に行く。  

バンダイに入り、会社にとって都合のいい状況を壊す。 

安く買えるところで買う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



授業実践後の記録 

①授業実践後の板書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



②問題解決における生徒の記述 

（１）変化の割合の考えを基に思考している生徒 

 

 

 

（２）７つの区間の平均を思考している生徒 

 

 

 



（３）直近の５年間の推移のみを限定して思考している生徒 

 

 

 

（４）期間を指定し値上がり金額の推移を思考し、グラフで表現している生徒 

 

 

 



（５）散布図を作成し思考している生徒 

 

 

（６）年数に対する金額の上昇値について思考している生徒 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（７）理想化（扱いやすい年数に対する金額の上昇値）をしている生徒 

 

 

 

（８）一次関数として見る思考をしている生徒 

 

 

 

 



③授業実践後の生徒の学習感想 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



④授業実践後意見交換会 

（１）授業者自評 

過去の調査研究の反省も踏まえて、題材については生徒が解決する必要感のあるものでないといけないと考えて

いた。日常の世界の中から題材を探すことで自然と横断的になるのではないかとも考えていた。授業の内容につい

て、展開場面では事前に予想していた生徒の考えは概ね出ていた。授業を経てどのような力をつけさせたかった

か、その為の練り上げが難しかった。（どの意見に対して話し合うか等）生徒の様子は、互いの考えを共有した際

に互いの考えの良さについて共有できた生徒とそうでない生徒がいた。自力解決場面では手が止まってしまう生徒

もいた。普段の授業以上に生徒同士が対話をしていた。題材についてもペットボトルの値段を予想が必要かどうか

悩んだ。（授業者に対して実際に値段の予想が必要ですか？という生徒の声もあった。）ペットボトルの値上がり

については、戦争もあったから急激に値上がりしたのではないかと考えられる生徒もいた。1次関数と見れるのか

…というところに疑いの目をもつ生徒もいた。練り上げについては、ペットボトルの予想金額を出したあとに、妥

当性を確認する時間をとりたかったが、確認の方法が分からなかった。未来のことなので難しかった。 

 

（２）参観者より 

面白い授業。主体的対話的で深い学び、教科横断。単元の横断を感じた。中３の集大成として、これが必要だと

いう単元を選んで授業をしている。単位量、平均、比、概数。生徒が必要なところを考えて。数学だけでの予想は

難しいけど、ほかの情報も入れていく。必要だよねと。これ２次関数かな？と言っている子もいた。 

 

楽しい。見ていて楽しかった。子供たちの様子を見ていても楽しい。研究授業だと、これをやらなければいけな

い、みたいなことに。はっきりとした題材がないからこそ、アクティブな授業になったのかな？数学の中のいろい

ろな要素が入っていた。導入から必要な情報を考えることから意図していたところとは違うかもしれないが、勝手

に横断している。横断の視点を子供が自ら…という話をつながっている。関わりを見つけようとしているのではな

く…勝手に見ている。総合っぽい感じ。練り上げなくても、勝手に練られていたのではないか。 

 

色々な要素があるものを焦点化、理想化しながら考え、かつ実際の人生につなげていこうとする授業。子供たち

に学びを委ねようとしている面もあるが、今日の授業は子供に委ねつつも、数学にリンクしている部分がおもしろ

い。数値的に答えがひとつに決まらないからこそ、色々な考え方がおもしろい。未来を予想することが必要なのか

‥という。中３でいつもできるならば、成人式の時に答え合わせしようみたいなことに使えそう。→意味をもたせ

られるような気がした。展開として、生徒がたくさん活動したあとに、先生が最後に価値づけをしていたところが

数学！反転学習のようにデータだけ先に…渡しても、（先に自分の考えたいことを考えておく？まとめておく？）

展開がおもしろい。子供たちのアプローチがたくさんあっておもしろい。 

 

（３）成果と課題 

社会との横断？社会→数学→社会 ちょうど経済などのくらしの学習をしていた。異教科 TTはどうか？２時間

使える。探究っぽい学習の進み方。３年間の知識を使って、個人研究？卒業研究？を総合で取り組む。新しいこと

に取り組むというより、先生たちにその意識がもてるように。１次関数として見てよいのか…再考が必要。数学の

最後に指数関数的なこともやるので、そこでもよいかもしれないが…。社会数学の２時間で設定のように扱っても

良さそう。 


